




37.	「昔話と生活道具」（講義）『國學院大學オープンカレッジ〈語りの講座〉』（2010 年 7 月 10 日・会場　
國學院大學渋谷キャンパス）　主催 : 國學院大學
38.	「『遠野物語』の俗信的世界」（講義）『遠野物語発刊百周年記念講座	第 2 回』（2010 年 7 月 24 日・会場	
新宿エコギャラリー）　主催 : 日本民話の会
39.	「俗信と心のくせ―現代の怪談とおまじない―」（講演）『ノートルダム清心女子大学文学部現代社会学
科主催	第二回学術講演会』（2010 年 11 月 24 日・会場	ノートルダム清心女子大学）　主催 : ノートルダム
清心女子大学文学部現代社会学科
40.	「予言する妖怪―妖怪の民俗文化―」（講演）『「博物館の怪談～新潟の妖怪と妖怪博士・井上円了～」記
念講演会』（2011 年 5 月 29 日・会場	新潟県立歴史博物館）　主催 : 新潟県立歴史博物館
41.	「オバケの気持ちを考える―日本の物の怪―」（講演）『平成 23 年度第 1 回こどもの城児童厚生員等実技
指導講習会』（2011 年 6 月 8 日・会場	こどもの城）　主催 : 財団法人児童育成協会こどもの城企画研究部
42.	「国立歴史民俗博物館の基本理念と基本方針」（報告）（2011 年 7 月 18 日・会場	韓国	国立民俗博物館）　
主催 : 韓国	国立民俗博物館
43.	「語りの魅力―佐渡の昔話―」（基調報告）『シンポジウム	佐渡の民俗文化―語り・芸能・祈り―』（2011
年 11 月 3 日・会場	金井能楽堂）　主催 : 新潟大学人文学部
44.	「民話とことば」（講義）『国際子ども図書館児童文学連続講座』（2011 年 11 月 7 日・会場	国際子ども図
書館 3 階ホール）　主催 : 国立国会図書館国際子ども図書館
45.	「異界をのぞく呪的なしぐさ」（報告）『国際常民文化研究機構第 3 回国際シンポジウム〈カラダが語る
人類文化―形質から文化まで―〉』（2011 年 12 月 10 日・会場	神奈川大学）　主催 : 神奈川大学国際常民文
化研究機構
46.	「フォーラム〈河童とはなにか〉」（趣旨説明）」『第 84 回歴博フォーラム〈河童とはなにか〉』（2012 年 7
月 28 日・会場	早稲田大学大隈記念講堂）　主催 : 国立歴史民俗博物館
47.	「錦絵にみる風説と怪異・妖怪」（講義）『江戸歴史講座第 11 回』（2012 年 8 月 27 日・会場		日比谷図書
文化館）主催 : 日比谷図書文化館
48.	「くらしの中の不思議な世界―俗信・怪異・怪談―」（講演）『特別展関連講演会』（2012 年 11 月 30 日・会
場	江東区深川江戸資料館）　主催 : 江東区深川江戸資料館








年 9 月 21 日・会場	東京証券会館ホール）　主催 : 国立歴史民俗博物館
53.	「妖怪と異界」（講義）『民話に学ぶ暮らしのヒント』（2013 年 9 月 27 日・会場	小平市中央公民館）　主催 :
小平市教育委員会





日韓比較民俗研究の新視点』（2013 年 12月 8日・会場	新宿明治安田生命ホール）　主催 :国立歴史民俗博物館
57.	「怪談・妖怪コレクションから」（講演）『第 361 回	歴博講演会』（2014 年 1 月 11 日・会場	国立歴史民俗
博物館講堂）　主催 : 国立歴史民俗博物館
平 川 南 館 長 を 送 る




　2005（平成 17）年 9 月から 2014 年 3 月までの 8 年と 6 ヶ月の間，館長事務取扱，館長を歴任さ
れた平川南館長が 2014 年 3 月に任期満了で館長職を辞されることとなった。2003 年 6 月以降，大
学共同利用機関法人人間文化研究機構（以下，機構）検討委員，2004 年 4 月に法人化されてから











































                                                                            （青山宏夫）
2　共同研究の推進
　2007（平成 19）年 1 月に出された将来計画検討会議の答申をもとに設置された研究推進センター










の成果を踏まえた総合展示の新構築については，2008（平成 20）年に第 3 展示室（近世），2010 年
に第 6 展示室（現代），2013 年に第 4 展示室（民俗）を相次いでリニューアルオープンもしくは新
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関する総合的研究」を 2012（平成 24）年度から 4 年計画でスタートさせることになった。さらに，












の立場から推進された。館長在職中の 2008（平成 20）年に第 3 展示室「近世」をリニューアルし，













　続いて，2013 年春には，第 4 展示室「日本の民俗文化」もリニューアルオープンした。学術研
究の進展と社会の要請に迅速に対応して間断なく新構築をおこない，歴博の総合展示は「進化しつ
づける」ものだという重要な理念（館としての大原則）は，平川館長時代に確固たるものとなった
といっても過言ではないが，それも古代史の専門家という枠を越えた平川館長の歴史家としての広
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い視野と高い見識にささえられてのことである。
　また，研究成果のタイムリーな発信の場である企画展示においても，「正倉院文書展」（1985 年），
「古代の碑―石に刻まれたメッセージ―」（1997 年）などで重要な役割を担うとともに，「古代日本
文字のある風景―金印から正倉院文書まで―」（2002 年）では，展示プロジェクト委員代表として
長年の古代文字文化研究の成果を公開されている。館長としての立場からは，企画展示の内覧会に
館長としての挨拶を述べるにとどまらず，くらしの植物苑の特別企画，総合展示室の特集展示とい
う比較的規模の小さい展示においても，その初日にあたる展示解説にはかならず顔を出された。そ
して，現在の館の展示活動がどのような状況にあるかをつねに把握しようと努められるとともに，
担当者の労をねぎらうことも忘れてはおられなかった。このような平川館長の歴博の展示に対する
強い思いは，博物館型研究統合の理念とともに館内に浸透し始めているということができよう。 
（大久保純一） 
